












抄録:

　成長ホルモン(GH)は小児期の成長を規定する重要な要素の一つである。したがって成長

障害を診断する上で GH 分泌を評価することは最も重要である。GH は脈動的に分泌される

ため、正確な分泌を調べるには頻回または 24 時間持続の血液採取が必要である。いまま

でに GH 分泌状態を把握するためのいくつかの標準的な負荷試験が確立されている。これ

らは評価の基礎としてある。最近では重度な GH 分泌不全から部分的な GH 分泌不全,神経

分泌障害(neurosecretory dysfunction)までの幅の広い GH 分泌障害が存在することが明

らかにされている。しかし,ある子供が至適な成長にとって GH が不十分であるか、あるい

は十分であるかとするはっきりした cut-off point があるわけではない。臨床の場で GH

分泌を評価するには成長曲線,成長速度の注意深い観察から始まる。詳細な臨床的な診察

は正確な診断に本質的であり、そして GH 分泌に影響を及ぼす他の疾患を除外することに

ある。さらなる生化学的な試験は鑑別診断に必要となるかもしれない。したがって小児期

の GH 分泌評価はオーキソロジカル(auxological)、臨床的,生化学的データを必要とする。

GH 分泌不全は標準的な分泌負荷試験,24 時間 GH 分泌プロファイル検査,あるいは 24 時間

での産生率測定による下垂体分泌能検査によって診断できる。主たる目的は hGH 治療が有

効であろう小児を見つけだすことである。最終的な評価は外因性の hGH に対する成長率の

増加による。


